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目的： 

1.5 歳時および 3 歳時の粒子状物質（PM）ばく露と 2 歳時および 4 歳時の血中の遊離サイロキシン（fT4）および甲

状腺刺激ホルモン（TSH）濃度との関連を推定した。 

 

方法： 

詳細調査参加者の 3,599 例（2 歳）と 3,431 例（4 歳）のデータを用い解析した。関連を推定するために、一般化線形

モデルによって､解析した。 

 

結果： 

1.5歳では、屋内のPM2.5とPM10-2.5の中央値は 12.9と 5.1、屋外では 12.7と 6.4μg/m3、3歳では、屋内のPM2.5

と PM10-2.5 の中央値は 12.5 と 5.2、屋外では 11.4 と 6.0μg/m3であった。3 歳時の PM ばく露と 4 歳時の fT4 との

間に負の関連があることが示唆された。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

fT4 測定値低下の量は非常に小さく、公衆衛生や臨床の視点から、このわずかな変化が人の健康に重大な影響を

及ぼすとは考えられない。研究の限界としては、1）甲状腺ホルモン（TH）を反映する指標が TSH と fT4 の 2 種類し

かないこと、2）PM と TH の測定が同時ではないこと、3）、ばく露の測定が 1 回のみであったため、累積リスクやばく

露ウインドウ・ピリオドに関する評価ができなかったこと、などが挙げられる。 

 

結論： 

PM ばく露が増加すると fT4 測定値が低下するが、低下の量は非常に小さく、公衆衛生や臨床の視点から、このわ

ずかな変化が人の健康に重大な影響を及ぼすとは考えられない。よって、日常生活において粒子状物質ばく露が

甲状腺ホルモン値に有意な影響を与えることはないと結論した。 

 


